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はじめに

• 本取り外しガイドは、Hyundai Motor Company が製造し、Hyundai Mobility Japan 株式会社（以下、当社）
が輸入した電気自動車に搭載される高電圧リチウムイオンバッテリーの取り外し手順を示すものである。

• リチウムイオンバッテリーの回収方法については共通の「高電圧バッテリー回収ガイド」

（掲載場所：https://www.hyundai.com/jp/recycle）をを必ず参照すること。

• 本書は、廃車時における高電圧リチウムイオンバッテリーの取り外し以外の目的で使用しないこと。

• 高電圧リチウムイオンバッテリーパックの高電圧部位を取り扱う作業は、特別教育を修了した有資格者が実施しなければ
ならない。

• 本マニュアルは、当社が販売する電気自動車が日本国内において廃車となった際、車両に搭載されている高電圧リチウム
イオンバッテリーを回収・リサイクルするための、解体事業者向け手順書である。

一般事項

<リチウムイオンバッテリー取り外しに関するお問い合わせ先>

<リチウムイオンバッテリー回収受付窓口>

Hyundai カスタマーセンター

TEL：0120-600-066

（音声案内が流れましたら、「5」を押して問い合わせ内容をお伝えください。担当者より折り返しご連絡いたします。）

Email：hmj_as_qc@hyundaimobility.jp

受付時間：9：00～18：00（土日祝日等を除く）

※リチウムイオンバッテリー等の車種別ガイドなどについては以下のリンクよりご確認ください。

https://www.hyundai.com/jp/recycle

取り外したリチウムイオンバッテリーは、自動車再資源化協力機構（自再協）の引取依頼システムより回収を依頼してくだ
さい。⇒リチウムイオンバッテリー（LiB）引取依頼システム（https://www.lib-jarp.org/)

※引取依頼には事前登録が必要です。

また、引き渡し時の荷姿は、本マニュアルで指定している荷姿に従ってください。

<リチウムイオンバッテリー回収、引き取り依頼に関する事務的なお問い合わせ先>

自動車再資源化協力機構（自再協）－JARP－

info-libsystem@jarp.org

0570-000-994 【平日9:00～17:00（年末年始及び土日祝祭日を除く）】

https://www.hyundai.com/jp/recycle
mailto:hmj_as_qc@hyundaimobility.jp
https://www.lib-jarp.org/
https://www.lib-jarp.org/
https://www.lib-jarp.org/
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高電圧システムの作業前の注意事項

一般事項

電気自動車には高電圧リチウムイオンバッテリーが搭載されており、システムや車両に対して任意の分解や損傷を加えた場合、深刻な漏
電や感電などの事故につながるおそれがある。したがって、高電圧システムに関する作業を行う前には、必ず以下の事項を遵守すること。

• 高電圧システムを点検または整備する前に、必ずインターロックスイッチ（ヒューズタイプ）または同等の機能を有する部品を分離
して高電圧を遮断すること。(「高電圧の遮断手順（P.7）」を参照)

• インターロックスイッチ（ヒューズタイプ）または同等の機能を有する部品を分離した後は、他者による誤装着を防ぐため、必ず作
業担当者が保管すること。

• 金属製品は高電圧短絡を引き起こし、人命および車両に重大な損傷を与えるおそれがあるため、作業前に必ず身につけている金属類

をすべて取り外すこと。(金属製品の例：時計、指輪、その他の金属アクセサリー等)

• 高電圧システムに関連する作業を行う前に、不注意による事故を防止するため、個人用保護具を必ず着用すること。(「個人用保護具

（P.4）」を参照)

• 保護具を着用した作業担当者以外は、高電圧部品に関連する箇所へ絶対に触れないようにすること。これを防止するため、作業に関
係のない高電圧システムは絶縁カバーで覆うこと。

• 高電圧システムに関連する作業を行う際は、必ず絶縁工具を使用すること。

• 取り外した高電圧部品は、漏電を防ぐため、絶縁マット上にまとめて保管すること。

• 高電圧端子間の電圧が 30 V 以下であることを確認すること。

• 高電圧回路に関わる点検・作業には感電や負傷の危険が伴い、本リチウムイオンバッテリーは低圧電気取扱の要件に該当するため、

労働安全衛生法第59条第3号、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）第36条第4号、および安全衛生特別教育規程（昭和

47年労働省告示第92号）第6条に基づく「電気取扱業務に係る特別教育」を修了した有資格者が作業を行うこと。。

• 車両には強力な磁石を備えた部品が使用されている。ペースメーカー等の電子医療機器を装着している方は、磁力の影響を受けるお

それがあるため、車両での作業を絶対に行わないこと。

• すべての高電圧系ワイヤリングおよびコネクタは、オレンジ色で識別されている。

• 高電圧系部品には、「高電圧警告」ラベルが貼付されている。

• 高電圧系部品は以下のとおりである。
高電圧バッテリー、パワーリレーアセンブリ(PRA)、高電圧ジャンクションボックスアセンブリ、モーター、電源ケーブル、BMS 
ECU、インバータ、LDC（低電圧 DC/DC コンバータ）、メインリレー、プリチャージリレー、プリチャージレジスタ、バッテ
リー電流センサー、サービスプラグ、メインヒューズ、バッテリー温度センサー、バスバー、充電ポート、電動コンプレッサー、統
合充電制御ユニット(ICCU)、高電圧ヒーター、高電圧ヒーターリレーなど

参考

危険

警告

事前作業について

サービスコネクタを取り外し、高電圧回路を遮断すること。（高電圧遮断手順 P.7 を参照してください）
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個人用保護具

一般事項

名称 用途

絶縁テープ 高電圧ハーネスコネクター（バッテリー側）端子絶縁処理用

その他に準備する用具

名称 形状 用途

絶縁手袋
高電圧部品の点検および関連作業時の着用
[絶縁性能：1000V／300A 以上] 

絶縁靴

高電圧部品の点検および関連作業時の着用絶縁衣

絶縁ヘルメット

保護メガネ 下記の場合に着用
・火花が発生する可能性がある高電圧バッテリーの端子
またはワイヤリングの脱着・装着または点検
・高電圧バッテリーパックアセンブリの作業フェイスプロテクター

絶縁マット
取り外した高電圧部品による感電事故防止のため、絶縁
マットの上にまとめて保管

絶縁カバー
保護具を着用していない者の不注意による事故防止のため、
高電圧部品を絶縁カバーで遮断

警告テープ
作業中に事故が発生する可能性があるため、人の接近を防
ぐために車両周辺に設置
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• 高電圧系部品の作業を行う際は、以下のとおり「高電圧危険車両」の表示を行い、周囲の作業者に高電圧の危険を周知すること。
※次ページを印刷し、下図に示す位置へ掲示して、他の作業者へ注意喚起を行うこと。

注意

参考

個人用保護具の点検

• 絶縁靴、絶縁衣、絶縁ヘルメット、フェイスプロテクターなどが破れや破損等の異常がないことを確認すること。

• 絶縁手袋に裂けや破損がないことを確認すること。

• 絶縁手袋は、水分を完全に取り除いてから着用すること。

1. 絶縁手袋を上記の方法でたたむ。

2. 空気が残らないよう、さらに 3～4 回折りたたむ。

3. 裂けや破損などの異常がないか確認すること。

「高電圧作業中」の表示
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警 告

高電圧注意
車両作業中のため、触らないでください。

担当者:

このページをコピーして、高電圧作業中の車両のルーフ上に張り付けておくこと。

警告

高電圧注意
車両作業中のため、触らないでください。

担当者:

このページをコピーして、高電圧作業中の車両のルーフ上に張り付けておくこと。
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高電圧遮断手順

• 高電圧システムに関わる作業を行う際は、必ず「安
全上の指示」「注意事項」「警告内容」を十分に理
解し、遵守しなければならない。これらを守らない
場合、感電や漏電などにより、重大な人身事故や車
両損傷につながるおそれがある。

• 高電圧システムに関連する作業を行う際は、必ず
「高電圧遮断手順」に従って、最初に高電圧を遮断
しなければならない。これを遵守しない場合、感電
や漏電などにより、重大な事故を引き起こすおそれ
がある。

• HV コンポーネントおよびその周辺で作業を行う際
は、国や地域の関連法規およびガイドラインを遵守
しなければならない。

高電圧遮断手順

1. 車両電源を ON にする。
（EV READY にはしないこと）

2. メーターパネル上の水素ガス漏れ検知ランプを確認
する。

3. 車両電源を OFF にする。

高電圧システムコンポーネント

高電圧システムに含まれる主なコンポーネントは、以
下のとおりである。

• 燃料電池スタックアセンブリ
• 燃料電池コントロールユニット（FCU）
• COD ヒーター
• 高電圧ジャンクションブロック
• 高電圧バッテリパックアセンブリ
• 電源リレーアセンブリ（PRA）
• バッテリーマネジメントシステム（BMS）
• ドライブモーター ECU
• 電気 A/C コンプレッサ
• 高電圧 DC/DC コンバータ（HDC）
• 低電圧 DC/DC コンバータ（LDC）
• 高電圧電源ケーブル

参 考

警 告 4. ラゲッジフロアボード（A）を取り外す。

5. ラゲッジセンタートレイ（A）を取り外す。

• 作業中の手のけがを防ぐため、必ず手袋を着用すること。
• リムーバーを使用する際は、部品を傷つけないよう十分注

意すること。
• トリムおよびパネルを曲げたり、傷つけたりしないよう注

意すること。

注意
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8高電圧遮断手順

高電圧遮断手順

6. 「POWER OFF」にしてから 6分以上待機し、12V リ
チウム補機バッテリーのマイナス端子コネクタ（A）を
取り外す。

7. 高電圧サービスインターロックコネクタ（A）を切り離
す。

8. インバータ内のコンデンサが完全に放電されているこ
とを確認するため、統合型 DC/DC コンバータと高電
圧ジャンクションブロック端子間の電圧を測定する。

• 30 V 未満：高電圧回路が正常に遮断されている
• 30 V 以上：高電圧回路に異常がある

⑴ 統合型 DC/DC コンバータのコネクタ（A）を切り離す。

⑵ 高電圧ジャンクションブロックと高電圧電源コネクタ
（＋）端子間、またインバータ（－）端子間の電圧を
測定する。

• 高電圧システム内のコンデンサが完全に放電される
よう、3分以上待機すること。

警 告

［高電圧ジャンクションブロック］

［高電圧電源コネクタ］

• 30 V 以上の電圧が測定された場合は、高電圧カットオフス
イッチのコネクタが取り外されているかを確認する。高電圧
カットオフスイッチのコネクタが取り外されているにもかか
わらず 30 V 以上の電圧が測定される場合、高電圧回路に重
大な問題が発生している可能性がある。

• 測定結果に疑義がある場合は、リチウムイオンバッテリーの
問い合わせ先へ連絡すること。（P.2）

警 告
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1. 両リアドア ボディサイドウェザーストリップ（A）を取
り外す。

リアドア ボディサイドウェザーストリップの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

• 作業中の手のけがを防ぐため、必ず手袋を着用すること。
• リムーバーを使用する際は、部品を傷つけないよう十分注

意すること。
• トリムおよびパネルを曲げたり、傷つけたりしないよう注

意すること。

注意
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リアシートアセンブリの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

1. 矢印の方向へ、リアシートクッションカバーアセンブリ
（A）を取り外す。

2. リアシートヒーター＆エアベンチレーションユニットの
コネクタ（A）を切り離す。

3. リアシートヒーター＆エアベンチレーションのコネク
タ（A）を切り離す。 

[ LH ]

[ RH ]
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11高電圧バッテリーの取り外し

5. ボルトを取り外す。

4. 左リアシートバックルのコネクタ（A）を切り離す。 6. 左リアシートアセンブリ（A）を取り外す。
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9. 右リアシートアセンブリ（A）を取り外す。

8. ボルトを取り外す。

7. 右リアシートバックルのコネクタ（A）を切り離す。
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1. 両リアドアスカッフトリム（A）を取り外す。

リアドアスカッフトリム・リアトランスバーストリムの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

2. クリップを取り外した後、リアトランスバーストリム
（A）を取り外す。
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ラゲッジトリムの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

1. ねじを取り外した後、左ラゲッジサイドトリム（A）を
取り外す。

※ラゲッジサイドトリムコネクタの外し忘れに注意する。
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2. ねじを取り外した後、右ラゲッジサイドトリム（A）を
取り外す。

※ラゲッジサイドトリムコネクタの外し忘れに注意する。
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クーリングダクトの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

1. ナットを取り外した後、左右インレットクーリングダク
ト（A）を取り外す。

2. ねじを取り外した後、アウトレットクーリングダクト
（A）を取り外す。 

[ LH ]

[ RH ]

[ LH ]

[ RH ]
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1. IDC 高電圧（＋）コネクタ（A）を切り離す。

高電圧バッテリーの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

• 高電圧システムに関わる作業を行う際は、必ず「安
全上の指示」「注意事項」「警告内容」を十分に理
解し、遵守しなければならない。これらを守らない
場合、感電や漏電などにより、重大な人身事故や車
両損傷につながるおそれがある。

• 高電圧システムに関連する作業を行う際は、必ず
「高電圧遮断手順」に従って、最初に高電圧を遮断
しなければならない。これを遵守しない場合、感電
や漏電などにより、重大な事故を引き起こすおそれ
がある。

警 告

2. IDC 高電圧（－）コネクタ（A）を切り離す。

3. パワーリレーアセンブリのカバー（A）を開ける。

4. ナットを取り外した後、12V（＋）出力ケーブルを切り
離す。

5. V2L コネクタ（A）を切り離す。
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7. バッテリーマネジメントユニットシステムコネクタ
（A）を切り離す。

高電圧バッテリーの取り外し

高電圧バッテリーの取り外し

8. ボルトを取り外した後、バッテリーシステムアセンブリ
（A）を取り外す。

6. PDC コネクタ（A）を切り離す。
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高電圧バッテリー各部の処理

1. バッテリー側コネクタ部は絶縁処理として絶縁テープを
貼り付けてください。

網パレットでの回収

1. 運搬会社が持参する網パレ等に格納または固定する。

<バッテリー側コネクタ位置>

①

②

<コネクタ詳細>

• LiB は裸の状態とし、解体事業者様にて、運搬会社が持参

する網パレ等に格納または固定すること。

• 解体事業者様にてフォークリフト等を使用し、LiB をト

ラックの荷台へ車上渡しにて積載すること。

• 回収日時確定後、引取依頼システムから「取扱注意書」

を印刷し、LiB に貼付すること。

留 意注 意

①②
③④⑤

③

④

⑥

<コネクタ詳細>

⑥

⑤
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回収フロー

リチウムイオンバッテリー回収フロー図

解体事業者様
・高電圧バッテリー取り外し

回収依頼（Web申込）

http://www.lib-jarp.org

引き取り日時の連絡 バッテリー引き渡し

運送会社

自動車再資源化協力機構（JARP）

高電圧バッテリーの取り外し
※車種別マニュアルを参照してください。

1

2 3 4

回収依頼（解体事業者様 → 自動車再資源化協力機構）

引き取り日時の連絡（運送会社 →解体事業者様）

バッテリー引き渡し（解体事業者様 運送会社 → 自動車再資源化協力機構）

1

2

3

4

http://www.lib-jarp.org/
http://www.lib-jarp.org/
http://www.lib-jarp.org/
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